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(57)【要約】
【課題】タッチパネル用導電膜として好適な導電性を有
し、モアレが十分に低減され、タッチパネル特性に優れ
るタッチパネル用導電膜を提供する。
【解決手段】支持体１２上に銀塩乳剤層１６を露光現像
して形成された銀を含有する導電層１４を有するタッチ
パネル用導電膜１０であって、銀塩乳剤層１６の塗布銀
量が１．５～３．１ｇ／ｍ2であり、導電層１４がピッ
チ６００μｍ以上８００μｍ以下のメッシュパターンに
形成され、表面抵抗が２００～８００オーム／ｓｑ．で
ある。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体上に銀塩乳剤層を露光現像して形成された銀を含有する導電層を有するタッチパ
ネル用導電膜であって、
　前記銀塩乳剤層の塗布銀量が１．５～３．１ｇ／ｍ2であり、
　前記導電層がピッチ６００μｍ以上８００μｍ以下のメッシュパターンに形成され、
　表面抵抗が２００～８００オーム／ｓｑ．であることを特徴とするタッチパネル用導電
膜。
【請求項２】
　請求項１記載のタッチパネル用導電膜において、
　前記銀塩乳剤層の銀／バインダーの体積比率が１／４以上であることを特徴とするタッ
チパネル用導電膜。
【請求項３】
　請求項１記載のタッチパネル用導電膜において、
　前記銀塩乳剤層の銀／バインダーの体積比率が１／２以上１／０．７以下であることを
特徴とするタッチパネル用導電膜。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のタッチパネル用導電膜において、
　前記導電層の線幅が５～１０μｍであることを特徴とするタッチパネル用導電膜。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のタッチパネル用導電膜において、
　さらに透明導電層を備え、
　前記透明導電層は、導電性微粒子及びバインダーを含有し、前記導電性微粒子及びバイ
ンダーの質量比（導電性微粒子／バインダー）が１／３～２／１であることを特徴とする
タッチパネル用導電膜。
【請求項６】
　銀塩乳剤層を有する導電膜形成用感光材料において、
　前記銀塩乳剤層の塗布銀量が１．５～３．１ｇ／ｍ2であり、
　さらに、透明導電層を有し、
　前記透明導電層は、導電性微粒子及びバインダーを含有し、前記導電性微粒子及びバイ
ンダーの質量比（導電性微粒子／バインダー）が１／３～２／１であることを特徴とする
導電膜形成用感光材料。
【請求項７】
　請求項６記載の導電膜形成用感光材料において、
　前記銀塩乳剤層が前記導電性微粒子を含有して、前記透明導電層を兼用し、
　前記導電性微粒子の含有量が、０．１５～０．５ｇ／ｍ2であることを特徴とする導電
膜形成用感光材料。
【請求項８】
　請求項６記載の導電膜形成用感光材料において、
　前記透明導電層は前記銀塩乳剤層の上層側に位置し、
　前記透明導電層の前記導電性微粒子の含有量が、０．２～０．４ｇ／ｍ2であることを
特徴とする導電膜形成用感光材料。
【請求項９】
　請求項６記載の導電膜形成用感光材料において、
　前記透明導電層は前記銀塩乳剤層の下層側に位置し、
　前記透明導電層の前記導電性微粒子の含有量が、０．１５～０．５ｇ／ｍ2であること
を特徴とする導電膜形成用感光材料。
【請求項１０】
　請求項７～９のいずれか１項に記載の導電膜形成用感光材料において、
　前記導電性微粒子が球状のときは、平均粒子径が０．０８５～０．１２μｍであり、
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　前記導電性微粒子が針状のときは、平均軸長が長軸０．２～２０μｍ，短軸０．０１～
０．０２μｍであることを特徴とする導電膜形成用感光材料。
【請求項１１】
　請求項６～１０のいずれか１項に記載の導電膜形成用感光材料をパターン露光し、現像
処理して得られることを特徴とする導電性材料。
【請求項１２】
　支持体上に導電層を有する導電膜であって、
　前記導電層又は前記導電層とは別の層が、導電性微粒子及びバインダーを含有し、
　前記導電性微粒子及びバインダーの質量比（導電性微粒子／バインダー）が１／３～２
／１であることを特徴とする導電膜。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、導電膜に関し、さらに詳しくは、タッチパネルに搭載されるタッチパネル用
導電膜、導電膜形成用感光材料、導電性材料及び導電膜に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、様々な製造方法による導電性フィルムが検討されている（例えば、特許文献１～
５参照）。この中で、ハロゲン化銀乳剤層を塗布し、該ハロゲン化銀乳剤層を、導電性の
ための銀の導電部と透明性の確保のための開口部とを有するパターン形状となるようにパ
ターン露光することにより、導電性フィルムとして製造される銀塩方式の導電性フィルム
がある（例えば、特許文献６～１１参照）。この銀塩方式の導電性フィルムは、電磁波シ
ールドへの用途が目的とされており、一般的に、表面抵抗が低いものが求められており、
また、めっき等の手段により表面抵抗を低減している。
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－１３０８８号公報
【特許文献２】特開平１０－３４０６２９号公報
【特許文献３】特開平１０－４１６８２号公報
【特許文献４】特公昭４２－２３７４６号公報
【特許文献５】特開２００６－２２８６４９号公報
【特許文献６】特開２００４－２２１５６４号公報
【特許文献７】特開２００４－２２１５６５号公報
【特許文献８】特開２００７－９５４０８号公報
【特許文献９】特開２００６－２２８４６９号公報
【特許文献１０】特開２００６－３３２４５９号公報
【特許文献１１】特開２００８－２４４０６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一方、導電性フィルムは種々の用途が検討されており、本発明者らはタッチパネル用の
電極としての利用に着目して研究してきた。
【０００５】
　本発明の目的は、タッチパネル用導電膜として好適な導電性を有し、モアレが十分に低
減され、タッチパネル特性に優れるタッチパネル用導電膜、導電膜形成用感光材料、導電
性材料及び導電膜を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、鋭意検討を行った結果、銀塩乳剤層の塗布銀量を調整するとと共に、ピ
ッチを調整することで、上記課題を解決し得ることを見い出し、本発明を完成するに至っ
た。
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【０００７】
　すなわち、以下の発明により上記課題を解決できる。
［１］　第１の本発明に係るタッチパネル用導電膜は、支持体上に銀塩乳剤層を露光現像
して形成された銀を含有する導電層を有するタッチパネル用導電膜であって、前記銀塩乳
剤層の塗布銀量が１．５～３．１ｇ／ｍ2であり、前記導電層がピッチ６００μｍ以上８
００μｍ以下のメッシュパターンに形成され、表面抵抗が２００～８００オーム／ｓｑ．
であることを特徴とする。
［２］　第１の本発明において、前記銀塩乳剤層の銀／バインダーの体積比率が１／４以
上であることを特徴とする。
［３］　第１の本発明において、前記銀塩乳剤層の銀／バインダーの体積比率が１／２以
上１／０．７以下であることを特徴とする。
［４］　第１の本発明において、前記導電層の線幅が５～１０μｍであることを特徴とす
る。
［５］　第１の本発明において、さらに透明導電層を備え、前記透明導電層は、導電性微
粒子及びバインダーを含有し、前記導電性微粒子及びバインダーの質量比（導電性微粒子
／バインダー）が１／３～２／１であることを特徴とする。
［６］　次に、第２の本発明に係る導電膜形成用感光材料は、銀塩乳剤層を有する導電膜
形成用感光材料において、前記銀塩乳剤層の塗布銀量が１．５～３．１ｇ／ｍ2であり、
さらに、透明導電層を有し、前記透明導電層は、導電性微粒子及びバインダーを含有し、
前記導電性微粒子及びバインダーの質量比（導電性微粒子／バインダー）が１／３～２／
１であることを特徴とする。
［７］　第２の本発明において、前記銀塩乳剤層が前記導電性微粒子を含有して、前記透
明導電層を兼用し、前記導電性微粒子の含有量が、０．１５～０．５ｇ／ｍ2であること
を特徴とする。
［８］　第２の本発明において、前記透明導電層は前記銀塩乳剤層の上層側に位置し、前
記透明導電層の前記導電性微粒子の含有量が、０．２～０．４ｇ／ｍ2であることを特徴
とする。
［９］　第２の本発明において、前記透明導電層は前記銀塩乳剤層の下層側に位置し、前
記透明導電層の前記導電性微粒子の含有量が、０．１５～０．５ｇ／ｍ2であることを特
徴とする。
［１０］　第２の本発明において、前記導電性微粒子が球状のときは、平均粒子径が０．
０８５～０．１２μｍであり、前記導電性微粒子が針状のときは、平均軸長が長軸０．２
～２０μｍ、短軸０．０１～０．０２μｍであることを特徴とする。
［１１］　次に、第３の本発明に係る導電性材料は、上述した第２の本発明に係る導電膜
形成用感光材料をパターン露光し、現像処理して得られることを特徴とする。
［１２］　次に、第４の本発明に係る導電膜は、支持体上に導電層を有する導電膜であっ
て、前記導電層又は前記導電層とは別の層が、導電性微粒子及びバインダーを含有し、前
記導電性微粒子及びバインダーの質量比（導電性微粒子／バインダー）が１／３～２／１
であることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　以上説明したように、本発明に係るタッチパネル用導電膜は、タッチパネル用導電膜と
して好適な導電性を有し、モアレが十分に低減され、タッチパネル特性に優れる。本発明
のタッチパネル用導電膜は、導電層の表面抵抗が１０００～２５００オーム／ｓｑ．であ
ることから、タッチパネル（特に静電容量式）の信号特性に優れ、ノイズが十分に低減さ
れる。また、メッシュパターンのピッチを１４００μｍ以下とすることで、導電層のメッ
シュパターンが目立たなくなり、見た目が良好となる。従って、タッチパネルを通じての
文字や画像等の表示が見やすくなり、視認性に優れる。また、本発明のタッチパネル用導
電膜は、精度が要求されるペン入力での直線性に優れ、表面抵抗のばらつきが十分に低減
されていることから、タッチパネル側での過度の設定、例えば直線性や抵抗のばらつきを
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補正するための過度の設定を不要にすることができる。
【０００９】
　また、本発明に係る導電膜形成用感光材料、導電材料及び導電膜は、上述した効果を有
するタッチパネル用導電膜を作製することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明に係るタッチパネル用導電膜、導電膜形成用感光材料、導電材料及び導電
膜を例えばタッチパネルに適用した実施の形態例を図１～図３を参照しながら説明する。
【００１１】
　本実施の形態に係るタッチパネル用導電膜１０は、図１に示すように、支持体１２上に
銀を含有する２つの導電層１４を有する。２つの導電層１４は、ギャップ２３を挟んで対
向するように積層されている。これら導電層１４は、銀塩乳剤層１６を露光現像して形成
され、銀塩乳剤層１６の塗布銀量は１．５～３．１ｇ／ｍ2である。
【００１２】
　また、導電層１４は、図２に示すように、ピッチＰａが６００μｍ以上８００μｍ以下
のメッシュパターン１８に形成され、その表面抵抗は２００～８００オーム／ｓｑ．であ
る。導電層１４は、メッシュ状に形成された導電部分２０とそれ以外の開口部２２とを含
む層である。なお、タッチパネル用導電膜１０には透明導電層を設ける場合があるが、そ
の場合でも透明導電層の表面抵抗は導電層１４の表面抵抗と比較して大きいため、導電層
１４の表面抵抗がタッチパネル用導電膜１０の表面抵抗となる。
【００１３】
　このような本実施の形態に係るタッチパネル用導電膜１０は、以下に詳述する特定のハ
ロゲン化銀感光材料である銀塩乳剤層１６に特定形状のメッシュパターン１８を露光現像
することで得られる。
【００１４】
　なお、支持体１２と導電層１４との間に図示しない透明導電層が介在されてもよいし、
導電層１４とタッチパネルの表面層との間に透明導電層が介在されてもよい。
【００１５】
　ここで、本実施の形態に係るタッチパネル用導電膜１０の各層の構成について、以下に
詳細に説明する。
【００１６】
［支持体１２］
　本実施の形態に係るタッチパネル用導電膜１０に用いられる支持体１２としては、プラ
スチックフィルム、プラスチック板、ガラス板等を挙げることができる。
【００１７】
　上記プラスチックフィルム及びプラスチック板の原料としては、例えば、ポリエチレン
テレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）等のポリエステル類；
ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリスチレン、ＥＶＡ等のポリオレフ
ィン類；ビニル系樹脂；その他、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリアミド、ポリイミド、
アクリル樹脂、トリアセチルセルロース（ＴＡＣ）等を用いることができる。
【００１８】
　支持体１２としては、ＰＥＴ（融点：２５８℃）、ＰＥＮ（融点：２６９℃）、ＰＥ（
融点：１３５℃）、ＰＰ（融点：１６３℃）、ポリスチレン（融点：２３０℃）、ポリ塩
化ビニル（融点：１８０℃）、ポリ塩化ビニリデン（融点：２１２℃）やＴＡＣ（融点：
２９０℃）等の融点が約２９０℃以下であるプラスチックフィルム、又はプラスチック板
が好ましく、特に、光透過性や加工性等の観点から、ＰＥＴが好ましい。タッチパネル用
導電膜１０のような透明導電性フィルムは透明性が要求されるため、支持体１２の透明度
は高いことが好ましい。
【００１９】
［銀塩乳剤層１６］
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　タッチパネル用導電膜１０の導電層１４となる銀塩乳剤層１６は、銀塩とバインダーの
他、溶媒や染料等の添加剤を含有する。
【００２０】
　本実施の形態に用いられる銀塩としては、ハロゲン化銀等の無機銀塩及び酢酸銀等の有
機銀塩が挙げられる。本実施の形態においては、光センサーとしての特性に優れるハロゲ
ン化銀を用いることが好ましい。
【００２１】
　銀塩乳剤層１６の塗布銀量（銀塩の塗布量）は銀に換算して１．５～３．１ｇ／ｍ2で
ある。この塗布銀量が上記範囲を満たさない場合には、タッチパネル用導電膜１０とした
場合に所望の表面抵抗を得られなくなる。
【００２２】
　本実施の形態に用いられるバインダーとしては、例えば、ゼラチン、ポリビニルアルコ
ール（ＰＶＡ）、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、澱粉等の多糖類、セルロース及びそ
の誘導体、ポリエチレンオキサイド、ポリビニルアミン、キトサン、ポリリジン、ポリア
クリル酸、ポリアルギン酸、ポリヒアルロン酸、カルボキシセルロース等が挙げられる。
これらは、官能基のイオン性によって中性、陰イオン性、陽イオン性の性質を有する。
【００２３】
　本実施の形態の銀塩乳剤層１６中に含有されるバインダーの含有量は、特に限定されず
、分散性と密着性を発揮し得る範囲で適宜決定することができる。銀塩乳剤層１６中のバ
インダーの含有量は、Ａｇ／バインダー体積比で１／４以上が好ましく、１／２以上がよ
り好ましい。Ａｇ／バインダー体積比は、１００／１以下が好ましく、５０／１以下がよ
り好ましい。また、Ａｇ／バインダー体積比は１／２～２／１であることがさらに好まし
い。１／２～０．７／１であることが最も好ましい。銀塩乳剤層１６中のＡｇ／バインダ
ー体積比をこの範囲にすることで、塗布銀量を調整した場合でも抵抗値のばらつきを抑制
し、均一な表面抵抗を有するタッチパネル用導電膜１０を得ることができる。
【００２４】
＜溶媒＞
　銀塩乳剤層１６の形成に用いられる溶媒は、特に限定されるものではないが、例えば、
水、有機溶媒（例えば、メタノール等のアルコール類、アセトン等のケトン類、ホルムア
ミド等のアミド類、ジメチルスルホキシド等のスルホキシド類、酢酸エチル等のエステル
類、エーテル類等）、イオン性液体、及びこれらの混合溶媒を挙げることができる。
【００２５】
　本実施の形態の銀塩乳剤層１６に用いられる溶媒の含有量は、銀塩乳剤層１６に含まれ
る銀塩、バインダー等の合計の質量に対して３０～９０質量％の範囲であり、５０～８０
質量％の範囲であることが好ましい。
【００２６】
＜その他の添加剤＞
　本実施の形態に用いられる各種添加剤に関しては、特に制限は無く、公知のものを好ま
しく用いることができる。
【００２７】
［その他の層構成］
　銀塩乳剤層１６の上に図示しない保護層を設けてもよい。本実施の形態において「保護
層」とは、ゼラチンや高分子ポリマーといったバインダーからなる層を意味し、擦り傷防
止や力学特性を改良する効果を発現するために感光性を有する銀塩乳剤層１６上に形成さ
れる。その厚みは０．２μｍ以下が好ましい。保護層の塗布方法及び形成方法は特に限定
されず、公知の塗布方法及び形成方法を適宜選択することができる。
【００２８】
　また、銀塩乳剤層１６よりも下に、例えば下塗り層を設けることもできる。
【００２９】
［導電性ポリマー層、導電性微粒子層］
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　本実施の形態に係るタッチパネル用導電膜１０は、ＰＥＤＯＴ等の導電性ポリマーを含
有する導電性ポリマー層や導電性微粒子を含有する導電性微粒子層をさらに有してもよい
。この導電性ポリマー層や導電性微粒子層は、１．０×１０7オーム／ｓｑ．以上という
導電性の低い、高抵抗な透明導電層である。このような高抵抗な透明導電層を設けること
でタッチパネル用導電膜１０を形成した場合に表面抵抗の面内ばらつきを均一にすること
ができ、ペン入力した場合の直線性が向上する。このような高抵抗な透明導電層は、タッ
チパネル用導電膜１０を製造した後に、導電層１４と電気的に導通する位置にあればよく
、例えば高抵抗な透明導電層は、製造時に銀塩乳剤層１６（導電層１４）に隣接して形成
されることが好ましい。
【００３０】
　導電性微粒子層は、銀塩乳剤層１６自体、あるいは銀塩乳剤層１６に隣接した位置に形
成された層、あるいは銀塩乳剤層１６と表面層との間に介在する層、あるいは表面層自体
、あるいは支持体１２と銀塩乳剤層１６との間に介在する層に、導電性微粒子及びバイン
ダーを含有させて形成される。導電性微粒子及びバインダーの質量比（導電性微粒子／バ
インダー）は、１／３～２／１であることが好ましく、１／３～１／１であることがより
好ましい。銀塩乳剤層１６自体に導電性微粒子及びバインダーを含有させた場合は、導電
層１４のメッシュパターン１８の開口部２２に導電性微粒子層が形成された形態となる。
すなわち、メッシュパターン１８の開口部２２は、導電性微粒子が分散された光透過部と
して機能することになる。
【００３１】
　導電性微粒子層を銀塩乳剤層１６とは別の位置に形成する場合、導電性微粒子層は、銀
塩乳剤層１６に隣接する位置に形成されることが好ましいが、銀塩乳剤層１６と支持体１
２の間に形成されることが好ましい。なお、導電性微粒子層が銀塩乳剤層１６と表面層と
の間に介在する場合、あるいは表面層自体である場合は、タッチパネル用導電膜１０の製
造工程で導電性微粒子が反応してタッチパネル用導電膜１０の透明性が低減する虞がある
。
【００３２】
＜導電性微粒子とバインダー＞
　導電性微粒子は、ＳｎＯ2、ＺｎＯ、ＴｉＯ2、Ａｌ2Ｏ3、Ｉｎ2Ｏ3、ＭｇＯ、ＢａＯ及
びＭｏＯ3等の金属酸化物並びにこれらの複合酸化物（２種類以上の金属イオンを含む酸
化物）、そして、これらの金属酸化物にさらに異種原子を含む金属酸化物の粒子を挙げる
ことができる。金属酸化物としては、ＳｎＯ2、ｎＯ、ＴｉＯ2、Ａｌ2Ｏ3、Ｉｎ2Ｏ3、Ｍ
ｇＯが好ましく、ＳｎＯ2が特に好ましい。
【００３３】
　本実施の形態に用いる導電性微粒子の形状については特に制限はなく、粒状、針状等が
挙げられる。また、その大きさは、球形の粒子では平均粒子径０．０８５～０．１２μｍ
が好ましい。針状の場合は平均軸長が、長軸０．２～２０μｍ、短軸０．０１～０．０２
μｍが好ましい。
【００３４】
　銀塩乳剤層１６に導電性微粒子とバインダーを含有させる場合、導電性微粒子の塗布量
が０．１５～０．５／ｍ2であることが好ましい。導電性微粒子層を、銀塩乳剤層１６よ
りも上層側に位置させる場合は、導電性微粒子の塗布量が０．２～０．４ｇ／ｍ2である
ことが好ましい。導電性微粒子層を、銀塩乳剤層１６よりも下層側に位置させる場合は、
導電性微粒子の塗布量が０．１５～０．５ｇ／ｍ2であることが好ましい。
【００３５】
　導電性微粒子層には、導電性微粒子を支持体１２に密着させる目的でバインダーが付加
的に用いられる。このようなバインダーとしては、水溶性ポリマーを用いることが好まし
い。
【００３６】
　上記バインダーとしては、例えば、ゼラチン、カラギナン、ポリビニルアルコール（Ｐ
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ＶＡ）、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、澱粉等の多糖類、セルロース及びその誘導体
、ポリエチレンオキサイド、ポリサッカライド、ポリビニルアミン、キトサン、ポリリジ
ン、ポリアクリル酸、ポリアルギン酸、ポリヒアルロン酸、カルボキシセルロース、アラ
ビアゴム、アルギン酸ナトリウム等が挙げられる。これらは、官能基のイオン性によって
中性、陰イオン性、陽イオン性の性質を有する。
【００３７】
　また、ゼラチンとしては石灰処理ゼラチンの他、酸処理ゼラチンを用いてもよく、ゼラ
チンの加水分解物、ゼラチン酵素分解物、その他アミノ基、カルボキシル基を修飾したゼ
ラチン（フタル化ゼラチン、アセチル化ゼラチン）を使用することができる。
【００３８】
［タッチパネル用導電膜１０］
　本実施の形態に係るタッチパネル用導電膜１０は、支持体１２上に形成された銀塩乳剤
層１６をメッシュ状にパターン露光し、現像処理することにより得られる。
【００３９】
　本実施の形態において、パターン露光・現像処理によって形成されるメッシュパターン
１８は、図２に示すように、メッシュ状で、且つ、直線が略直交した形態の直線格子パタ
ーン、図３に示すように、交差部２４間の導電部分２０が少なくとも１つの湾曲を有する
波線格子パターン等がある。本実施の形態では、導電層１４のメッシュパターン１８のピ
ッチＰａ（導電部分２０の線幅Ｗａと開口部２２の幅Ｗｂの合計）が６００μｍ以上８０
０μｍ以下であることが好ましい。
【００４０】
　また、本実施の形態では、導電層１４上にさらに導電性ポリマーを塗布することにより
、さらに高抵抗の透明導電層を形成してもよい。
【００４１】
［露光］
　銀塩乳剤層１６をパターン状に露光する方法は、フォトマスクを利用した面露光で行っ
てもよいし、レーザービームによる走査露光で行ってもよい。この際、レンズを用いた屈
折式露光でも反射鏡を用いた反射式露光でもよく、コンタクト露光、プロキシミティー露
光、縮小投影露光、反射投影露光等の露光方式を用いることができる。
【００４２】
［現像処理］
　銀塩乳剤層１６は、上述したように、パターン露光がなされた後、さらに現像処理が施
される。現像処理は、銀塩写真フィルムや印画紙、印刷製版用フィルム、フォトマスク用
エマルジョンマスク等に用いられる通常の現像処理の技術を用いることができる。
【００４３】
　本実施の形態では、上述のパターン露光及び現像処理を行うことによって、露光部分に
メッシュパターン状の導電部分２０（金属銀部）が形成されると共に、未露光部に開口部
２２（光透過性部）が形成される。
【００４４】
　銀塩乳剤層１６への現像処理は、未露光部分の銀塩を除去して安定化させる目的で行わ
れる定着処理を含むことができる。銀塩乳剤層１６に対する定着処理は、銀塩写真フィル
ムや印画紙、印刷製版用フィルム、フォトマスク用エマルジョンマスク等に用いられる定
着処理の技術を用いることができる。
【００４５】
　このようにして得られた本実施の形態に係るタッチパネル用導電膜１０の導電層１４は
、銀塩乳剤層１６に導電性微粒子が入っている場合には、銀塩が抜けた開口部２２（光透
過部）に導電性微粒子が分散し、導電部分２０（金属銀部）よりも高抵抗の透明導電層が
形成されることとなる。
【００４６】
　また、銀塩乳剤層１６以外の位置に導電性微粒子層を形成することで、導電性微粒子層
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のうち、導電層１４の開口部２２に対応した部分が、上述と同様に、導電性微粒子が分散
した光透過部として機能することになる。
【００４７】
　なお、本実施の形態に係るタッチパネル用導電膜１０の製造方法では、めっき等の工程
が不要である。本実施の形態に係るタッチパネル用導電膜１０の製造方法では銀塩乳剤層
１６の塗布銀量、銀／バインダー比を調整することで所望の表面抵抗を得ることができる
からである。なお、必要に応じてカレンダー処理等を行ってもよい。
【００４８】
（現像処理後の硬膜処理）
　銀塩乳剤層１６に対して現像処理を行った後に、硬膜剤に浸漬して硬膜処理を行うこと
が好ましい。硬膜剤としては、例えば、グルタルアルデヒド、アジポアルデヒド、２，３
－ジヒドロキシ－１，４－ジオキサン等のジアルデヒド類及びほう酸等の特開平２－１４
１２７９号に記載のものを挙げることができる。
【００４９】
　以上、上述した本実施の形態の銀塩乳剤層１６や導電性材料は、以下に列挙する公知文
献に開示の技術を適宜組合わせて使用することができる。
【００５０】
　特開２００４－２２１５６４号公報、特開２００４－２２１５６５号公報、特開２００
７－２００９２２号公報、特開２００６－３５２０７３号公報、国際公開第２００６／０
０１４６１号パンフレット、特開２００７－１２９２０５号公報、特開２００７－２３５
１１５号公報、特開２００７－２０７９８７号公報、特開２００６－０１２９３５号公報
、特開２００６－０１０７９５号公報、特開２００６－２２８４６９号公報、特開２００
６－３３２４５９号公報、特開２００７－２０７９８７号公報、特開２００７－２２６２
１５号公報、国際公開第２００６／０８８０５９号パンフレット、特開２００６－２６１
３１５号公報、特開２００７－０７２１７１号公報、特開２００７－１０２２００号公報
、特開２００６－２２８４７３号公報、特開２００６－２６９７９５号公報、特開２００
６－２６７６３５号公報、特開２００６－２６７６２７号公報、国際公開第２００６／０
９８３３３号パンフレット、特開２００６－３２４２０３号公報、特開２００６－２２８
４７８号公報、特開２００６－２２８８３６号公報、特開２００６－２２８４８０号公報
、国際公開第２００６／０９８３３６号パンフレット、国際公開第２００６／０９８３３
８号パンフレット、特開２００７－００９３２６号公報、特開２００６－３３６０５７号
公報、特開２００６－３３９２８７号公報、特開２００６－３３６０９０号公報、特開２
００６－３３６０９９号公報、特開２００７－０３９７３８号公報、特開２００７－０３
９７３９号公報、特開２００７－０３９７４０号公報、特開２００７－００２２９６号公
報、特開２００７－０８４８８６号公報、特開２００７－０９２１４６号公報、特開２０
０７－１６２１１８号公報、特開２００７－２００８７２号公報、特開２００７－１９７
８０９号公報、特開２００７－２７０３５３号公報、特開２００７－３０８７６１号公報
、特開２００６－２８６４１０号公報、特開２００６－２８３１３３号公報、特開２００
６－２８３１３７号公報、特開２００６－３４８３５１号公報、特開２００７－２７０３
２１号公報、特開２００７－２７０３２２号公報、国際公開第２００６／０９８３３５号
パンフレット、特開２００７－０８８２１８号公報、特開２００７－２０１３７８号公報
、特開２００７－３３５７２９号公報、国際公開第２００６／０９８３３４号パンフレッ
ト、特開２００７－１３４４３９号公報、特開２００７－１４９７６０号公報、特開２０
０７－２０８１３３号公報、特開２００７－１７８９１５号公報、特開２００７－３３４
３２５号公報、特開２００７－３１００９１号公報、特開２００７－３１１６４６号公報
、特開２００７－０１３１３０号公報、特開２００６－３３９５２６号公報、特開２００
７－１１６１３７号公報、特開２００７－０８８２１９号公報、特開２００７－２０７８
８３号公報、特開２００７－２０７８９３号公報、特開２００７－２０７９１０号公報、
特開２００７－０１３１３０号公報、国際公開第２００７／００１００８号パンフレット
、特開２００５－３０２５０８号公報、特開２００５－１９７２３４号公報。
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【００５１】
［下塗り層］
　支持体１２から導電層１４がはがれることを防止するために、支持体１２上に下塗り層
を設けることが好ましい。下塗り層の素材としては、アクリル酸エステル共重合体、ポリ
塩化ビニリデン、スチレン－ブタジエンゴム、ポリエステル等を用いることができる。下
塗り層の厚さは、０．０５～０．５μｍであることが好ましい。
【００５２】
＜タッチパネル＞
　本実施の形態に係るタッチパネル用導電膜１０は、例えば抵抗膜式のタッチパネルに用
いて好適である。
【００５３】
　抵抗膜式のタッチパネルは、タッチパネルの表面に指先を押し当てることで、その部分
の導電層１４同士が接触し、２つの導電層１４間で電流が流れることから、２つの導電層
１４間に発生する電圧を検出することによって、指先の座標を求めるものである。
【００５４】
　特に、本実施の形態に係るタッチパネル用導電膜１０は、表面抵抗が２００～８００オ
ーム／ｓｑ．であることから、抵抗膜式のタッチパネルでの信号特性に優れ、ノイズを十
分に低減することが可能となり、これにより、精度が高く、且つ、応答速度の高い位置検
出を実現することができる。
【００５５】
　また、導電層１４のメッシュパターン１８のピッチＰａを６００μｍ以上としているた
め、モアレが十分に低減され、しかも、ピッチＰａを８００μｍ以下としていることから
、導電層１４のメッシュパターン１８が目立たなくなり、見た目が良好となる。従って、
タッチパネルを通じての文字や画像等の表示が見やすくなり、視認性に優れたタッチパネ
ルを提供することができる。
【００５６】
　さらに、導電層１４の開口部２２や導電層１４とは別の位置に導電性微粒子層や導電性
ポリマー層等の透明導電層を形成したので、タッチパネル用導電膜１０の全面において導
電性を持たせることができ、ペン入力に忠実に追従した座標検知を行うことが可能となり
、例えばペン入力した場合の直線性を向上させることができる。
【００５７】
　また、支持体１２上に下塗り層を形成し、さらに、銀塩乳剤層１６を現像処理した後、
硬膜剤に浸漬して硬膜処理したので、タッチパネルの摺動性が向上し、特に、端子付近に
対するペンの摺動においても導電層が断線したりすることがなく、局部的に表面抵抗が上
昇するという事態を回避することができる。
【実施例１】
【００５８】
　以下に本発明を実施例に基づき詳細に説明するが、本発明はこれらに限定されるもので
はない。
【００５９】
［実施例１］：表１参照
（乳剤Ａの調製）
・１液：
　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５０ｍｌ
　　　ゼラチン（フタル化処理ゼラチン）　　　　　　　　　　　８ｇ
　　　塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ｇ
　　　１，３－ジメチルイミダゾリジン－２－チオン　　　　　２０ｍｇ
　　　ベンゼンチオスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　　　１０ｍｇ
　　　クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．７ｇ
・２液
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　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３００ｍｌ
　　　硝酸銀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５０ｇ
・３液
　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３００ｍｌ
　　　塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８ｇ
　　　臭化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２ｇ
　　　ヘキサクロロイリジウム（ＩＩＩ）酸カリウム
　　　　　　　　（０．００５％ＫＣｌ　２０％水溶液）　　　　５ｍｌ
　　　ヘキサクロロロジウム酸アンモニウム
　　　　　　　　（０．００１％ＮａＣｌ　２０％水溶液）　　　７ｍｌ
【００６０】
　３液に用いるヘキサクロロイリジウム（ＩＩＩ）酸カリウム（０．００５％ＫＣｌ　２
０％水溶液）及びヘキサクロロロジウム酸アンモニウム（０．００１％ＮａＣｌ　２０％
水溶液）は、それぞれの錯体粉末をそれぞれＫＣｌ２０％水溶液、ＮａＣｌ２０％水溶液
に溶解し、４０℃で１２０分間加熱して調製した。
【００６１】
　３８℃、ｐＨ４．５に保たれた１液に、２液と３液の各々９０％に相当する量を攪拌し
ながら同時に２０分間にわたって加え、０．１６μｍの核粒子を形成した。続いて下記４
液、５液を８分間にわたって加え、さらに、２液と３液の残りの１０％の量を２分間にわ
たって加え、０．２１μｍまで成長させた。さらに、ヨウ化カリウム０．１５ｇを加え５
分間熟成し粒子形成を終了した。
【００６２】
・４液
　　　水　　　　　　　１００ｍｌ
　　　硝酸銀　　　　　　５０ｇ
・５液
　　　水　　　　　　　　１００ｍｌ
　　　塩化ナトリウム　　　１３ｇ
　　　臭化カリウム　　　　１１ｇ
　　　黄血塩　　　　　　　　５ｍｇ
【００６３】
　その後、常法に従ってフロキュレーション法によって水洗した。具体的には、温度を３
５℃に下げ、硫酸を用いてハロゲン化銀が沈降するまでｐＨを下げた（ｐＨ３．６±０．
２の範囲であった）。
【００６４】
　次に、上澄み液を約３リットル除去した（第一水洗）。さらに３リットルの蒸留水を加
えてから、ハロゲン化銀が沈降するまで硫酸を加えた。再度、上澄み液を３リットル除去
した（第二水洗）。第二水洗と同じ操作をさらに１回繰り返して（第三水洗）、水洗・脱
塩行程を終了した。
【００６５】
　水洗・脱塩後の乳剤をｐＨ６．４、ｐＡｇ７．５に調整し、ベンゼンチオスルホン酸ナ
トリウム１０ｍｇ、ベンゼンチオスルフィン酸ナトリウム３ｍｇ、チオ硫酸ナトリウム１
５ｍｇと塩化金酸１０ｍｇを加え５５℃にて最適感度を得るように化学増感を施し、安定
剤として１，３，３ａ，７－テトラアザインデン１００ｍｇ、防腐剤としてプロキセル（
商品名、ＩＣＩ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．製）１００ｍｇを加えた。最終的に塩化銀を７０モル
％、沃化銀を０．０８モル％含む平均粒子径０．２２μｍ、変動係数９％のヨウ塩臭化銀
立方体粒子乳剤を得た。最終的に乳剤として、ｐＨ＝６．４、ｐＡｇ＝７．５、電導度＝
４０μＳ/ｍ、密度＝１．２×１０3ｋｇ／ｍ3、粘度＝６０ｍＰａ・ｓとなった。
【００６６】
（塗布液の調製）
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　上記乳剤Ａに増感色素（ＳＤ－１）５．７×１０-4モル／モルＡｇを加えて分光増感を
施した。さらにＫＢｒ３．４×１０-4モル／モルＡｇ、化合物（Ｃｐｄ－３）８．０×１
０-4モル／モルＡｇを加え、よく混合した。
【００６７】
　次いで１，３，３ａ，７－テトラアザインデン１．２×１０-4モル／モルＡｇ、ハイド
ロキノン１．２×１０-2モル／モルＡｇ、クエン酸３．０×１０-4モル／モルＡｇ、２，
４－ジクロロ－６－ヒドロキシ－１，３，５－トリアジンナトリウム塩を９０ｍｇ／ｍ2

、ゼラチンに対して１５ｗｔ％の粒径１０μｍのコロイダルシリカ、水性ラテックス（ａ
ｑＬ－６）を５０ｍｇ／ｍ2、ポリエチルアクリレートラテックスを１００ｍｇ／ｍ2、メ
チルアクリレートと２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸ナトリウム塩と
２－アセトキシエチルメタクリレートのラテックス共重合体（質量比８８：５：７）を１
００ｍｇ／ｍ2、コアシェル型ラテックスコア：スチレン／ブタジエン共重合体（質量比
３７／６３）、シェル：スチレン／２－アセトキシエチルアクリレート（質量比８４／１
６、コア／シェル比＝５０／５０）を１００ｍｇ／ｍ2、ゼラチンに対し４ｗｔ％の化合
物（Ｃｐｄ－７）を添加し、クエン酸を用いて塗布液ｐＨを５．６に調整した。
【００６８】
（下塗り層）
　下記のようにして支持体上に下塗り層を設けた（支持体としては、ポリエチレンテレフ
タレート（ＰＥＴ）（厚さ１００μｍ）を用いた。ＰＥＴにはあらかじめ表面親水化処理
したものを用いた）。下記の説明により形成するハロゲン化銀乳剤層の下塗り層として、
ゼラチン０．１９５ｇ／ｍ2になるように設けた。この下塗り層は透明導電層としても兼
務する。
・１液：
　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１０ｍｌ
　　　ゼラチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１.４ｇ
　　　Sbドープ酸化スズ(石原産業社製、商品名　SN100P)    １９.５ｇ
　下塗り層には、写真技術で公知の表面活性剤等を添加してもよい。
【００６９】
（ハロゲン化銀乳剤層）
　乳剤Ａを用いて、上記のように調製した乳剤層塗布液を上記下塗り層上にＡｇ１．５ｇ
／ｍ2、ゼラチン０．２１ｇ／ｍ2になるように塗布した。すなわち、Ａｇとゼラチン（バ
インダー）との比が１／１．１（体積比）となるように塗布した。
【００７０】
（保護層）
　ハロゲン化銀乳剤層の上に保護層を設けた。
・１液：
　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９８５ｍｌ
　　　ゼラチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５ｇ
　その他適宜、写真技術で公知の界面活性剤、防腐剤、ｐｈ調節剤を添加した。
【００７１】
　このようにして得られた塗布品を乾燥後、試料Ａとする。透明導電層（下塗り層）に導
電性微粒子が０.３３５４ｇ／ｍ2で、導電性微粒子／バインダー比は１．７１／１（質量
比）で導電性微粒子を塗布している。なお、導電性微粒子単独の抵抗（開口部の表面抵抗
）を調べるために、この試料Ａを露光・現像処理せず、定着処理のみ行い、ハロゲン化銀
を抜いて表面抵抗を測定したところ、１．５×１０9オーム／ｓｑ．であった。
【００７２】
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【化１】

【００７３】
（露光・現像処理）
　次いで、前記で調製した試料Ａにライン／スペース＝８μｍ／６９２μｍの現像銀像を
与え得る格子状のフォトマスクライン／スペース＝６９２μｍ／８μｍ（ピッチ７００μ
ｍ）の、スペースが格子状であるフォトマスクを介して高圧水銀ランプを光源とした平行
光を用いて露光し、下記の現像液で現像し、さらに定着液（商品名：ＣＮ１６Ｘ用Ｎ３Ｘ
－Ｒ：富士フイルム社製）を用いて現像処理を行った後、純水でリンスし、実施例１に係
るタッチパネル用導電膜を得た。
【００７４】
［現像液の組成］
　現像液１リットル中に、以下の化合物が含まれる。
　　　　ハイドロキノン　　　　　　　　　　０．０３７ｍｏｌ／Ｌ
　　　　Ｎ－メチルアミノフェノール　　　　０．０１６ｍｏｌ／Ｌ
　　　　メタホウ酸ナトリウム　　　　　　　０．１４０ｍｏｌ／Ｌ
　　　　水酸化ナトリウム　　　　　　　　　０．３６０ｍｏｌ／Ｌ
　　　　臭化ナトリウム　　　　　　　　　　０．０３１ｍｏｌ／Ｌ
　　　　メタ重亜硫酸カリウム　　　　　　　０．１８７ｍｏｌ／Ｌ
【００７５】
[現像後の硬膜処理]
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　現像後にグルタルアルデヒド水溶液に浸漬を行い、硬膜処理を行った。
【００７６】
［実施例２］：表１参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ１．７ｇ／ｍ2になるように塗布した点以外は、実
施例１と同様にして、実施例２に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００７７】
［実施例３］：表１参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ１．９ｇ／ｍ2になるように塗布した点以外は、実
施例１と同様にして、実施例３に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００７８】
［実施例４］：表１参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．１ｇ／ｍ2になるように塗布した点以外は、実
施例１と同様にして、実施例４に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００７９】
［実施例５］：表１参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．３ｇ／ｍ2になるように塗布した点以外は、実
施例１と同様にして、実施例５に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００８０】
［実施例６］：表１参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．５ｇ／ｍ2になるように塗布した点以外は、実
施例１と同様にして、実施例６に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００８１】
［実施例７］：表１参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．７ｇ／ｍ2になるように塗布した点以外は、実
施例１と同様にして、実施例７に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００８２】
［実施例８］：表２参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．９ｇ／ｍ2になるように塗布した点以外は、実
施例１と同様にして、実施例８に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００８３】
［実施例９］：表２参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ３．１ｇ／ｍ2になるように塗布した点以外は、実
施例１と同様にして、実施例９に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００８４】
［実施例１０］：表２参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．１ｇ／ｍ2になるように塗布した点、ライン／
スペース＝８μｍ／５９２μｍの現像銀像を与え得る格子状のフォトマスクライン／スペ
ース＝５９２μｍ／８μｍ（ピッチ６００μｍ）の、スペースが格子状であるフォトマス
クを介して露光した点以外は、実施例１と同様にして、実施例１０に係るタッチパネル用
導電膜を得た。
【００８５】
［実施例１１］：表２参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．１ｇ／ｍ2になるように塗布した点、ライン／
スペース＝８μｍ／７９２μｍの現像銀像を与え得る格子状のフォトマスクライン／スペ
ース＝７９２μｍ／８μｍ（ピッチ８００μｍ）の、スペースが格子状であるフォトマス
クを介して露光した点以外は、実施例１と同様にして、実施例１１に係るタッチパネル用
導電膜を得た。
【００８６】
［実施例１２］：表２参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．１ｇ／ｍ2になるように塗布した点、支持体上
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に表面親水化処理をしなかった点以外は、実施例１と同様にして、実施例１２に係るタッ
チパネル用導電膜を得た。
【００８７】
［実施例１３］：表２参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．１ｇ／ｍ2になるように塗布した点、、現像処
理後にグルタルアルデヒド水溶液浸漬による硬膜処理を施さなかった点以外は、実施例１
と同様にして、実施例１３に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００８８】
［比較例１］：表３参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ１．４ｇ／ｍ2になるように塗布した点以外は、実
施例１と同様にして、比較例１に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００８９】
［比較例２］：表３参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ３．２ｇ／ｍ2になるように塗布した点以外は、実
施例１と同様にして、比較例２に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００９０】
［比較例３］：表３参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．１ｇ／ｍ2になるように塗布した点、ライン／
スペース＝８μｍ／４９２μｍの現像銀像を与え得る格子状のフォトマスクライン／スペ
ース＝４９２μｍ／８μｍ（ピッチ５００μｍ）の、スペースが格子状であるフォトマス
クを介して露光した点以外は、実施例１と同様にして、比較例３に係るタッチパネル用導
電膜を得た。
【００９１】
［比較例４］：表３参照
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．１ｇ／ｍ2になるように塗布した点、ライン／
スペース＝８μｍ／８９２μｍの現像銀像を与え得る格子状のフォトマスクライン／スペ
ース＝８９２μｍ／８μｍ（ピッチ９００μｍ）の、スペースが格子状であるフォトマス
クを介して露光した点以外は、実施例１と同様にして、比較例４に係るタッチパネル用導
電膜を得た。
【００９２】
［比較例５］
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．１ｇ／ｍ2になるように塗布した点、ライン／
スペース＝８μｍ／５９２μｍの現像銀像を与え得る格子状のフォトマスクライン／スペ
ース＝５９２μｍ／８μｍ（ピッチ６００μｍ）の、スペースが格子状であるフォトマス
クを介して露光した点、透明導電層を形成しなかった点以外は、実施例１と同様にして、
比較例５に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００９３】
［比較例６］
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．１ｇ／ｍ2になるように塗布した点、透明導電
層を形成しなかった点以外は、実施例１と同様にして、比較例６に係るタッチパネル用導
電膜を得た。
【００９４】
［比較例７］
　ハロゲン化銀乳剤層の塗布液をＡｇ２．１ｇ／ｍ2になるように塗布した点、ライン／
スペース＝８μｍ／７９２μｍの現像銀像を与え得る格子状のフォトマスクライン／スペ
ース＝７９２μｍ／８μｍ（ピッチ８００μｍ）の、スペースが格子状であるフォトマス
クを介して露光した点、透明導電層を形成しなかった点以外は、実施例１と同様にして、
比較例７に係るタッチパネル用導電膜を得た。
【００９５】
［評価］
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（表面抵抗の測定及び表面抵抗のばらつきの評価）
　導電層１４の表面抵抗は、コペル電子株式会社製非接触抵抗計７１７Ｂ（Ｈ）にて測定
した。また、開口部２２の表面抵抗は、ＡＤＶＡＮＴＥＳＴ社製デジタル超高抵抗（ＳＲ
計）Ｒ８３４０Ａにて測定した。
【００９６】
（モアレの評価）
　表面の電磁波シールドフイルムを外した松下電器製ＰＤＰ（ＴＨ－４２ＰＸ３００）を
準備し、その上に作製したタッチパネル用導電膜を設置するための回転盤を配置する。回
転盤は厚さ５ｍｍのガラスでできており、ＰＤＰ前面板を模している。さらに、角度目盛
がついており、設置したタッチパネル用導電膜のバイアス角がわかるようになっている。
ＰＤＰに電源を入れ、ＰＤＰのＨＤＭＩ端子とパターンジェネレータ（ＡＳＴＲＯＶＧ８
２８Ｄ）を接続する。パターンジェネレータから出力値最大の白色２５５信号をＰＤＰへ
送る。タッチパネル用導電膜が撓まないようにテープで回転盤の上に固定する。部屋を暗
室にし、回転盤をバイアス角－４５°～＋４５°の間で回転し、モアレの目視観察・評価
を行った。モアレの視認性はＰＤＰの正面から観察距離１．５ｍで行い、モアレが顕在化
しなかった場合を◎、モアレが問題のないレベルでほんの少し見られた場合を○、モアレ
が顕在化した場合を×として、各バイアス角度を評価した。総合評点として、◎となる角
度範囲が１５°以上の場合を○５、◎となる角度範囲が１５°未満、１０°以上の場合は
○４、◎となる角度範囲が１０°未満の場合は△３、◎となる角度範囲が無く×となる角
度範囲が１０°未満の場合は△２、◎となる角度範囲が無く×となる角度範囲が１０°以
上ある場合を×１とした。
【００９７】
（見た目の評価）
　モアレの評価で用いたＰＤＰの表示を黒から白に徐々に変化させ、肉眼で見たときに、
タッチパネル用導電膜のメッシュパターンが目立った時点のグレー階調を５段階に正規化
して評価した。このとき、メッシュパターンが黒に近い階調で目だった場合は「×１」、
白に近い階調で目立った場合、あるいは全く目立たない場合は「○５」というように評価
し、その間の階調で目立った場合は、白に近い方から黒に向かって順番に「○４」、「△
３」、「△２」というように割り当てた。
【００９８】
（直線性の評価）
　タッチパネルに対して一辺が５ｃｍの正方形をペンで入力し、そのときに描かれる正方
形の各辺に断線や乱れ（細かい凹凸）が存在するかどうかを目視にて確認した。そして、
４辺とも断線や乱れがない場合に○５、いずれか１辺に断線や乱れがあった場合に○４、
いずれか２辺に断線や乱れがあった場合に△３、いずれか３辺に断線や乱れがあった場合
に×２、全ての辺に断線や乱れがあった場合に×１と評価した。
【００９９】
（摺動性の評価）
　長尺のタッチパネル用導電膜の一端を固定し、タッチパネル用導電膜のうち、固定箇所
から０．５ｍｍの部分を、０．８Ｒのポリアセタール製のペン先で摺動させた。ペン先に
は５００ｇの荷重をかけ、摺動速度５回／秒で、摺動長さ２０ｍとした。ペン先による摺
動後、タッチパネル用導電膜の表面抵抗を上述のロレスターＧＰ（型番ＭＣＰ－Ｔ６１０
）直列４探針プローブ（ＡＳＰ）にて測定し、初期の表面抵抗に対する上昇率をみた。上
昇率が１．５未満であれば○、１．５以上２．０未満であれば△、２，０以上であれば×
と評価した。
【０１００】
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【表１】

【０１０１】



(18) JP 2010-108878 A 2010.5.13

10

20

30

40

【表２】

【０１０２】
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【表３】

【０１０３】
　実施例１～１３においては、表面抵抗が２００～８００オーム／ｓｑ．の範囲内にあり



(20) JP 2010-108878 A 2010.5.13

10

20

30

、例えば抵抗膜式のタッチパネルに用いて好適なタッチパネル用導電膜であることがわか
る。しかも、導電層１４のメッシュパターン１８のピッチＰａが６００μｍ以上であるこ
とから、モアレが十分に低減されていることがわかる。また、メッシュパターン１８のピ
ッチＰａが８００μｍ以下であることから、導電層１４のメッシュパターン１８が目立た
なくなり、見た目が良好となる。従って、特に、実施例１～１３は、タッチパネルを通じ
ての文字や画像等の表示が見やすくなり、視認性に優れたタッチパネルを提供することが
できる。
【０１０４】
　さらに、実施例１～１３は、導電層１４とは別に導電性微粒子が分散された透明導電層
を形成するようにしたので、ペン入力した場合の直線性が向上していることがわかる。ま
た、実施例１～１１は、支持体上に下塗り層を形成し、さらに硬膜処理を行うようにした
行ったので、摺動性が向上していることがわかる。なお、実施例１２は下塗り層を形成し
なかったため、評価は×であった。また、実施例１３は硬膜処理を施さなかったため、評
価は△であった。
【０１０５】
　一方、比較例１及び２は、いずれも、表面抵抗が２００～８００オーム／ｓｑ．の範囲
から逸脱していた。また、比較例３は、ピッチが５００μｍ（６００μｍ未満）であった
ため、モアレが目立ち、評価は×２であった。反対に、比較例４は、ピッチが９００μｍ
（８００μｍ超過）であったため、メッシュパターンが目立ち、評価は×２であった。比
較例５～７は、透明導電層を形成しなかったため、直線性が悪く、評価は共に×１であっ
た。
【０１０６】
　なお、本発明に係るタッチパネル用導電膜及びその製造方法は、上述の実施の形態に限
らず、本発明の要旨を逸脱することなく、種々の構成を採り得ることはもちろんである。
【図面の簡単な説明】
【０１０７】
【図１】本実施の形態に係るタッチパネル用導電膜を一部省略して示す断面図である。
【図２】導電層のメッシュパターンの一例（直線格子パターン）を示す平面図である。
【図３】導電層のメッシュパターンの他の例（波線格子パターン）を示す平面図である。
【符号の説明】
【０１０８】
１０…タッチパネル用導電膜
１２…支持体
１４…導電層
１６…銀塩乳剤層
１８…メッシュパターン
２０…導電部分
２２…開口部
Ｐａ…ピッチ
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